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指摘事項 
 

 評価できる点 
マヒドン大学との共同研究体制を構築して、三日熱マラリア原虫の肝休眠体

に対する薬剤スクリーニング評価系を構築したことは評価できる。 
 
 疑問点、改善すべき点 
まだ単に肝細胞の培養系にスポロゾイトを感染させることに成功したに過ぎ

ず、開発した評価系を用いたスクリーニングの成果が十分に出ていない。今後

も研究を継続し、目的としていた代謝産物解析、休眠体を殺滅できる薬の評価

システム構築することを期待する。本事業の目的の一つでもある若手・女性研

究者のキャリアパス支援についても、一層の取組を期待する。 
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